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２．研究業績要旨（1,000字以内） 

高度多価不飽和脂肪酸(HUFA)、とくにドコサヘキサエン酸(DHA, 22:6n3)やアラキド

ン酸(AA, 20:4n6)は、脳や心臓血管系で様々な生理活性を示す不可欠な脂肪酸である。

これらは食品から体内に直接摂取される一方で、体内の主に肝臓でリノレン酸(ALA, 

18:3n3)やリノール酸(LA, 18:2n6)からも合成される。ただ、こうした合成に関わる一連

の鎖長化・不飽和化酵素の活性は低く、栄養状態や発達・加齢などによる活性の変化も

報告され、HUFA の全合成量は生体維持に十分でないと考えられてきた。このため、

HUFA、とくに DHA は食品からの摂取が推奨されている。しかし、実際には、HUFA

の合成速度や量を定量的に示した研究はこれまでになかった。 

そこで本研究では、はじめに薬物動態モデル(短時モデル)を駆使し、成熟ラットを用い

て、血液から脳への DHA の取込量を調べた。その結果、脳への DHA の取込量は、ALA

欠乏で大きく減少するが、ALA を与えた場合と DHA を与えた場合で大差ないことを見

出した。また、ALA を与えた時の脳への DHA の取込量は、脳での DHA の消費量と同

等であることがわかった。次に、脳や肝臓などの臓器の ALA からの DHA 合成量を算出

し、脳での DHA の合成量は、消費量の 1％にも満たないことを明らかにした。さらに、

ALA を与えると肝臓で脳の消費量の約 6 倍もの DHA を合成できること、逆に ALA 欠

乏では肝臓の合成量が低下し、これが脳や抹消組織の DHA 量低下を引き起こすことを

示した。これらの結果から、成熟ラットでは、肝臓の DHA 合成能が極めて活発で、そ

の合成量は脳および抹消のDHA量と機能の維持に十分であることをはじめて示唆した。 

また、肝臓で合成される DHA の血中への放出量を測定できる長時モデルの開発にも

取り組み、ラットの肝臓で合成される DHA の血中放出量も、脳の DHA 消費量をはるか

に上回ることを見出した。この長時モデルは臨床への応用も可能であり、将来的にはヒ

トでの DHA をはじめとする HUFA の肝臓内合成量の解明につながると期待される。 

この他にも、いくつかの HUFA の生体内動態や共役脂肪酸の機能性についての研究も

行ってきた。さらに、脳の発達段階での HUFA やコレステロールの役割についても研究

を進めている。今後も脂質栄養に関する研究を行っていきたいと考えている。 
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（２） 過去５年間の本学会での活動状況 

本大会において共同演者としての発表がある。 

 

（３） 特記事項 

・第99回アメリカ油化学会(2009年5月)にて、優秀ポスター賞(Dietary n-6 PUFA deprivation 

in rats post-weaning reduces AA concentrations in plasma and multiple organs, but 

reciprocally increases n-3 PUFA concentrations)を受賞。  

・第91回アメリカ油化学会(2000年4月)にて、優秀ポスター賞(Newly recognized cytotoxic 

effect of conjugated n-3 polyunsaturated fatty acid on cultured human tumor cells)を受

賞。  

 

 


